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【R.I.  会⻑⾧長】
 　 　ロン  D.  バートン
【R.I.  2780地区ガバナー】
 　 　相澤  光春
【第9グループガバナー補佐】
 　 　井島  誠⾏行行

【会 　⻑⾧長】露露⽊木    清勝
【副会⻑⾧長】須賀  俊和
【幹 　事】⾦金金⼭山  慶昭
【副幹事】⽊木村  頼弘
【会場監督】杉崎  勝成

本日の例会：通常例会（第1815回）
会場：⼩小⽥田原卸センター内会議室

⽇日時：2013年年9⽉月24⽇日 　12:30〜～13:30

司会：⽊木村  頼弘    副幹事

✴ビジター
関野 　純⼀一様（⼩小⽥田原北北RC）…今回もメーキャップさせていた
だきます。よろしく御願い致します。
櫻井 　泰⾏行行様（⼩小⽥田原RC）…本⽇日はお世話になります。宜しく
お願い致します。
✴会員誕⽣生⽇日
⼤大⾕谷 　 宏さん…誕⽣生⽇日のお祝いありがとうございます。最近は
⼦子どもの頃のことをよく思い出します。私は東京の新宿出⾝身な
のですが、⼦子どもの頃の新宿通りは100ｍおきに銀⼈人の銅像が
⽴立立っていましたし、あちこちに撃墜された戦闘機の残骸が残っ
ていました。平和が第⼀一です。
✴奥様誕⽣生⽇日
菊地  義雄さん…晶⼦子の誕⽣生祝いありがとう。益々お元気です。
✴その他
安藤  克⼰己・鈴鈴⽊木  友徳・⼟土岐  博也・菊地  義雄・露露⽊木  清勝・
須賀  俊和・柳柳井 　渉・⾦金金⼭山  慶昭・上⽥田  博和・荻野  善明さん
…５⼈人組開催後の残りで少々ですが。
清 　 康夫さん…①この14〜～15⽇日、妻の古希のお祝いを家族13
⼈人で湯本の富⼠士屋ホテルにて⾏行行い、孫達の成⻑⾧長に感動しまし
た。妻の満⾜足な顔を⾒見見て内⼼心嬉しかったです。②⼩小⽥田原産業祭
りに当社フジミが出展しますので、時間が有りましたら寄って
下さい。
⽥田代  博信さん…今週と来週の例例会を⽋欠席させていただきます。
⻄西 　 寛さん…久し振りのニコニコ委員です。最近商⽤用と重な
り、出席委員会にはご迷惑をかけております。すみません。
⼩小嶋   章司さん…⻄西さんが今⽉月はニコニコの当番だそうですので
少々ですが。
櫻井   康⼆二さん…本⽇日は兄がメーキャップに来ました。宜しくお
願いします。
⾕谷⼝口   和雄さん…本⽇日は私達新⼊入会員の歓迎会を⾏行行って頂けるそ
うです。ありがとう御座います。お酒があまり強くないので⼾戸
惑っております。⼀一杯飲むとむかむかしてしまいます。⼆二杯⽬目
からは平気です。よろしくお願い申し上げます。

例例会報告：2013年年9⽉月17⽇日（晴れ）  第1814回 　通常例例会  

【今後の例例会・卓話スケジュール】

10⽉月1⽇日  通常例例会  12:30
担当:  指導者育成委員会
卓話:  原⽥田  孝⼀一地区職業奉仕副委員⻑⾧長・厚⽊木中RC
「職業奉仕について(仮)｣

10⽉月8⽇日  通常例例会  12:30
担当:  ⽶米⼭山記念念奨学委員会
卓話:  地区担当委員
「⽶米⼭山奨学・⽶米⼭山学友について(仮)｣

10⽉月15⽇日  通常例例会  12:30
担当:  露露⽊木清勝会⻑⾧長
卓話:  ⼭山地  裕昭様(⾜足柄RC)・地区諮問委員会/指名委員会・
PG
「規定審議会について｣

10⽉月22⽇日  通常例例会  12:30
担当:  上⽥田博和プログラム委員⻑⾧長
卓話:  中野  秀光様・bjリーグ代表取締役
「スポーツと地域活⽤用について｣

■ ■ ■  　 今 後 の メ ー キ ャ ッ プ 情 報  　 ■ ■ ■  

-‐‑‒2013年年9⽉月-‐‑‒

‣25⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北  報徳会館  12:30
  ｢卓話:前地区広報委員⻑⾧長 　⻑⾧長⾕谷川洋平様/地区広報について｣

‣26⽇日(⽊木)  ⼩小⽥田原中  報徳会館  12:30
  ｢卓話:ガバナー補佐公式訪問/井島誠⾏行行AG｣

‣27⽇日(⾦金金)  湯河原  ニューウエルシティ湯河原  12:30
  ｢卓話:会員担当による卓話/新世代奉仕｣

� ⾜足柄  おんりーゆー  12:30
  ｢卓話:後藤定毅PG(⼤大和中RC)/ロータリーの基礎知識識」

‣30⽇日(⽉月)  ⼩小⽥田原  報徳会館  12:30
  ｢卓話:クラブフォーラム/⽶米⼭山記念念奨学」

-‐‑‒2013年年10⽉月-‐‑‒

‣1⽇日(⽕火)  箱根  宮ノ下富⼠士屋ホテル  12:30
  ｢卓話:⽶米⼭山記念念奨学委員⻑⾧長・鈴鈴⽊木  茂男会員担当｣

‣2⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北  報徳会館  12:30
  ｢卓話:鈴鈴⽊木  悌介会員｣

‣3⽇日(⽊木)  ⼩小⽥田原中  報徳会館  12:30
  ｢卓話:三橋  礼奈奈様・⼩小⽥田原市観光係/4⽉月の職業研修に参加して｣

‣4⽇日(⾦金金)  湯河原  ニューウエルシティ湯河原  12:30
  ｢卓話:会員担当による卓話｣

� ⾜足柄  おんりーゆー  12:30
  ｢卓話:⽶米⼭山記念念奨学担当例例会」  

‣7⽇日(⽉月)  ⼩小⽥田原  報徳会館  18:00  ラスカ 　M.U.受付無し
  ｢卓話:会員親睦会/創⽴立立記念念」

‣8⽇日(⽕火)  箱根  宮ノ下富⼠士屋ホテル  12:30
  ｢卓話:川辺  ハルト会員担当｣

‣9⽇日(⽔水)  ⼩小⽥田原北北  報徳会館  12:30
  ｢卓話:下⽥田  准⼀一会員/被災地訪問ツアー報告｣

� ⼩小⽥田原城北北RAC  マロニエ204  19:30
｢⽊木村なおみ会員/10thアジア環太平洋ローターアクト会議報告会｣

‣10⽇日(⽊木)  ⼩小⽥田原中  報徳会館  12:30
  ｢卓話:クラブ協議会/ガバナー公式訪問｣

‣11⽇日(⾦金金)  湯河原  ニューウエルシティ湯河原  12:30
  ｢卓話:会員担当による卓話｣

� ⾜足柄  おんりーゆー  12:30
  ｢卓話:井島誠⾏行行AG/ガバナー公式訪問１週間前」  

【⼩小⽥田原城北北ロータリー・クラブ】
事務局：〒250-‐‑‒0211 　⼩小⽥田原市⻤⿁鬼柳柳172-‐‑‒9
電 　話：0465-‐‑‒37-‐‑‒1222 　 　FAX：0465-‐‑‒37-‐‑‒7377
URL：http://www.odawarajhrc.jp 　
Mail：info@odawarajhrc.jp
例例会場：⼩小⽥田原卸センター内会議室
創 　⽴立立：1976年年4⽉月2⽇日 　承認：  1976年年5⽉月8⽇日
例例 　会：毎週⽕火曜⽇日 　12:30〜～13:30
クラブ会報委員会
監 　修：⾦金金⼭山  慶昭
編集⻑⾧長：  久保⽥田  知⼦子
コピーライター：⼤大川 　誠 　
デザイン：⼩小林林  和彦
フィールド：⼩小川  和夫・志澤  昌彦  

⻄西 　寛  委員

ニコニコ箱 累計 目標

9月17日分 22,600 325,600 1,300,000

ロータリーを実践しみんなに豊かな人生を
ENGAGE ROTARY CHANGE LIVES

会員数：51名

❖ ニコニコ箱

❖ ビジター
関野  純⼀一様（⼩小⽥田原北北RC）
櫻井  泰⾏行行様（⼩小⽥田原RC）

❖ 会員誕⽣生⽇日
⼤大⾕谷 　宏さん（9⽉月17⽇日）

❖ 奥様誕⽣生⽇日
菊地  晶⼦子さん（9⽉月22⽇日）

12:30 開会点鐘：露露⽊木    清勝会⻑⾧長
ロータリーソング⻫斉唱
「それでこそロータリー」
スピーカーおよびビジターの紹介
慶事祝福
会⻑⾧長挨拶
幹事報告／出席報告／委員会報告
同好会報告／ニコニコ箱

13:00 担当:  柳柳井  渉新世代育成委員⻑⾧長
卓話:  ⼩小関  拓拓  地区ローターアクト代表
「新世代育成について(仮)｣

13:30 閉会点鐘：露露⽊木  清勝  会⻑⾧長

朝起きてから、スマートフォンでカナダ
の両親や友達からのメールをチェック。
居間に居れども携帯ばかり見てます。
今時の留学生はこんなんですかね(>_<)
日本食にも慣れてきましたが、好きな物
しか箸をつけないので、それは失礼にな
ると、またまた説教です。嫌そうな顔し
ながら頑張って食べてました。
この勝負、私の勝ち(*‾∇‾)ｖ

木村綾乃　

■ Abbyコーナー

　相応しい会員をご紹介ください！

R A C
会員募集中

■ 当ホームページの会員専用ページについて
当ロータリークラブのホームページには、会員専用のページが用意
されております。会員専用ページには以下の内容が掲載されています。
（１）会報のバックナンバー → 2012-2013年度、
（２）会員名簿 → 各会員が会員向けに公開を承認した詳細な情報
（３）掲示板
【アクセス方法】会員専用ページは以下のURLにアクセスして下さい。
http://www.odawarajhrc.jp/private/
【注意】ページにアクセスすると認証画面が表示されますので、
■ユーザー名 = “ojrc”（o=小田原、j=城北、rc=ロータリークラブ）
■パスワード = “27809”（2780地区第9グループ）
上記を入力していただくと、専用画面が表示されます。是非ご利用
下さい。

雑誌・広報渉外委員会

http://www.odawarajhrc.jp
http://www.odawarajhrc.jp
mailto:info@odawarajhrc.jp
mailto:info@odawarajhrc.jp
http://www.odawarajhrc.jp/private/
http://www.odawarajhrc.jp/private/


露露⽊木    清勝  会⻑⾧長
 　 　昨⽇日・⼀一昨⽇日の台⾵風の⾵風⾬雨の影
響はいかがだったでしょうか？扇町
の⽕火事の報道も台⾵風の⾵風に煽られて
⼤大変な映像がTVニュースで流流れてい
ました。クラブのメンバーには⼤大事
が無く良良かったのですが、京都⽅方⾯面
では多くの被害が出ました。被災し
た皆様⽅方にはお⾒見見舞い申し上げま
す。
 　さて、ここの所⼆二⼈人続けて、元⼩小

⽥田原城北北ロータリークラブのメンバーにお会いする機会があり
ました。⼀一⼈人は、⾺馬場孝⼀一さんです。8⽉月末のヒルトンホテル
⽇日本進出50周年年パーティーで元気なお姿を拝⾒見見致しました。私
は、⼩小⽥田原城北北ロータリーロータリークラブ会⻑⾧長という⽴立立場で
出席いたしましたが、⾺馬場さんは元親睦委員⻑⾧長という事でヒル
トンホテルから直接お誘いがあったそうです。
今年年の規定審議会で元会員の再⼊入会の場合、⼊入会⾦金金が免除され
ることなどロータリーの話題で盛り上がりました。
 　もう⼀一⼈人は、井上寛さんです。先週の11⽇日に箱根のある旅館
でお会いする事が出来ました。これは、その旅館の企画で－清
酒『箱根⼭山』を『箱根寄⽊木細⼯工』の器で飲もう－という事で、
井上さんと私が対談するという設定でお話をする事が出来まし
た。地元のものにこだわるこの様な企画は、ありそうで無かっ
た企画で、ここではロータリーの話よりそれぞれお酒と寄⽊木細
⼯工の話で終始しました。井上さんも⼤大変お元気で、これから仕
事の⾯面で御⼀一緒出来るのは⼤大変楽しみです。
 　元会員の再⼊入会の場合の⼊入会⾦金金免除等、今回の規定審議会の
お話は、直接規定審議会にご出席された、⼭山地パーストガバ
ナーに来⽉月の例例会で卓話をいただくことになっています。本⽇日
は新会員3⼈人の歓迎会を18：30よりJ・ドリスで開催いたしま
すが、今後も元会員の再⼊入会も含めて、会員の増強にご協⼒力力を
いただきたいと思います。
 　また、⾦金金曜⽇日の⼣夕⽅方には、⼩小⽥田原駅の本屋さんで学校帰りの
アビーちゃんに会いました。⼥女女の⼦子のお友達と⼀一緒で、同じク
ラスの学⽣生さんとのこと、これから⼀一緒に⾷食事をするとのこと
でした。ホストファミリーの⽊木村さんんのお話から、積極的に
⽇日本語を勉強しないとのことでしたが、徐々に友達が増えるこ
とにより⽇日本語の会話も上達すると思います。来週はアビー
ちゃんの誕⽣生会も開催されます。会員の皆様も積極的に話しか
けていただければと思います。
 　また先週は、安藤さんの5⼈人グループの会合が全員出席で開
催されました。
これまで、⻄西さんのグループと合わせて2つ⽬目になります。他
のグループの開催もよろしくお願いいたします。

❖ 出席報告

【⽋欠  席  者】 　11名
 　 　河野  秀雄、⼤大川 　裕、⽯石崎 　孝、杉崎  勝成、
 　 　⼤大川 　誠、辻村  彰秀、⽯石橋 　徹、志澤  昌彦、
 　 　⼩小楠  雅昭、⽯石内  正彦
 　 　⾼高橋  哲也
【今回MU】 　0名
【前回MU】      0名
【前々回MU】  0名

例例会報告：2013年年9⽉月17⽇日（晴れ）第1814回 　通常例例会

⼀一⼨寸⽊木  信雄  委員⻑⾧長

会場：  ⼩小⽥田原卸センター内会議室
時間：  12:30〜～13:30

❖ 会⻑⾧長挨拶

出席報告 会員数 出席 M.U 出席率

9月17日 51(48) 37 0 77.08%

9月10日 51(49) 39 0 79.59%

9月3日 51(49) 39 1 83.67%

❖ 幹事報告
⾦金金⼭山  慶昭 　幹事

1)地区⼤大会の出席の確認をされていな
い⽅方がまだ10名ほど居られますのでよ
ろしくお願いを致します。
2)10⽉月27⽇日の地区⼤大会終了了後、夜に
懇親会を⼩小⽥田原にて開催いたしますの
で宜しくお願いいたします。
3)場所等は10⽉月に⼊入ってから⼈人数を踏ま
えて決定をしお知らせを再度度致します。
4)来⽉月は⽶米⼭山⽉月間になりますが、ハイ
ライトよねやまが届きましたので後ろ

のボードに貼りつけておきますのでお読みください。
5)毎⽉月はじめに発⾏行行されますが、パソコンでも「ハイライトよね
やま」と検索索していただけるとPDFファイルですが⾒見見れます。
6)最近の記事を読み観ますと4年年ぶりに全国の個⼈人の平均寄付
額も15,000円を超えたようです。我が地区は約20,000円に
なって昨年年により増えました。
7)⽶米⼭山の寄付総額は昨年年度度は13億2,500万で前年年と⽐比べて
3,000万増えたそうです。
8)その他ASIAの⽶米⼭山学友の記事もありますので是⾮非読んでくだ
さい。
9)諸星さんが汚れたテーブルクロスを洗濯していただくことに
なりました。掛かった費⽤用を本会計より実費でお⽀支払いをさ
せていただきます。

❖ 卓話
「絆について」

光妙寺住職
柴⼭山 　⾹香奈奈 　様

「なぜあなたのように若若い⼥女女性がお坊
さんに？よほど⾟辛いことがあったので
すか？」とよく聞かれます。でも私は
健康で幸せいっぱいの⽇日々を過ごして
います。
 　両親は学⽣生結婚で若若い頃に私が⽣生ま
れましたが、3歳で⽗父に捨てられ⺟母⼦子家

庭になりました。その時に私と⺟母を引き受けてくれたのが、⺟母
の実家であるお寺の住職でした。⼤大切切に守られて育てられ、不不
幸だと思ったことも不不⾃自由したことも⼀一度度もありません。18歳
の時、税理理⼠士になろうかと成城⼤大学に⼊入りました。しかし⼤大学
に⼊入って気付いたのは、⾃自分がお寺や住職に守られてきたこ
と。このまま幸せに暮らすためにも、世話になった住職に恩返
しをするためにも、お坊さんになろうと決意しました。18歳で
出家して20歳には本⼭山に⼊入り、21歳の時には正式に⽇日蓮宗僧
侶・教師のお免状をいただきました。⼤大学卒業と同時に⽴立立正⼤大
学宗教学部宗教学科に⼊入学しました。昼間はお寺で働き、夜間
は⼤大学に通い勉強しました。お寺には⼤大住職・祖⺟母・⺟母・養⼥女女
にしてくれた伯⽗父（義⽗父）がいて毎⽇日幸せでした。私は⾃自分の
進みたい道に進むことができ、⽇日々敬愛するお釈迦様のもとで
過ごすことができるのは最上の喜びだと思いました。その⽇日々
が永遠に続くと信じていました。

 　でも私が26歳の
時、可愛がってくれた
⼤大住職が90歳で亡く
なり、その3ヶ⽉月後に
義⽗父が52歳の若若さで
急死しました。ちょう
どお寺の建て直しをし
たばかりで、私に残さ
れたのは光妙寺と檀家
さんと莫⼤大な借⾦金金でし
た。正直どうしていい

か分からず、諦めてお寺を⼿手放そうかと思った時、檀家さんた
ちが来て「私たちはあなたのお祖⽗父さん、お義⽗父さんにお世話
になった。苦しい時に助けてもらった。今度度は我々があなたを
助けるから、頑張って住職を勤めなさい」と⼒力力づけてくれまし
た。「⼀一⼈人じゃないから」と⾔言われ、その時気付きました。
私は⼆二本の脚で⽴立立っているがそれだけでは無理理だと。⼤大勢の⼈人
に⽀支えられ、新たな⼀一歩を決意しました。
 　しかし簡単に住職になれる訳ではありません。本⼭山の認証も
必要です。翌年年⽇日蓮宗の⼤大本⼭山・⾝身延⼭山に住職の認証を受けに
⾏行行きました。何⼗十⼈人もの⽅方が住職になるために集まっており、
私が最年年少で⼥女女性で末席です。光妙寺の檀家さんが何⼗十⼈人もマ
イクロバスで応援に来てくれて、どれだけ勇気づけられたか！
借⾦金金に関しても、⾃自分の⼟土地を担保にと⾔言ってくださる檀家さ
んもありました。そこで頑張らなければ⼥女女がすたります。

 　私は今36歳。⼗十年年間がむしゃらに⾛走って借⾦金金も完済し、檀家
さんも増えました。四⼈人の⼦子供も産みました。本当に⾟辛いス
タートを切切りましたが、今ここまで⾛走りきることができまし
た。⽀支えてくれていた祖⺟母も⺟母も亡くなりました。⺟母は56歳で
正直早い別れでしたが、悲しんでいる暇がないくらい忙しくこ
こまで来ました。決して⼀一⼈人で頑張った訳でなく、多くの⼈人が
⽀支えてくれ、道を作ってくれ、息切切れした時には⽔水を差し出し
て優しい声をかけてくれました。本当に⼈人というのは⼀一⼈人では
⽣生きていけないと実感しました。幸せは砂漠で砂⾦金金を掴むよう
なもの。奇跡のようなものです。砂をすくってすくってすくっ
て、ようやく⾒見見つかる⾦金金の粒粒です。その⾦金金もあっという間に指
の間から零零れ落落ちてしまいます。育ててくれた⺟母に恩返しした
いと思っていましたが、ようやく恩返しできると思った瞬間に
亡くなってしまいました。でも多くの⼈人に⽀支えられ、ここまで
きた私は恵まれていると思います。
 　先ほど皆様と名刺刺交換をしてご縁をいただきました。ご縁は
簡単に結べますが、それだけでは強い絆は結べません。⾃自らの
⼼心を開いて⼀一歩⾃自分から踏み込んでいかないと絆は⽣生まれない
のです。偶然ご縁を持てた⼈人と絆を結ぶことができたら、それ
は永遠のご縁になります。
 　永遠のお別れの時、私はそこでお経を読みます。お釈迦様の
永遠の命についてのお経「如来寿量量品（にょらいじゅりょうほ
ん）」が⼤大好きです。
『⾃自分の姿かたちは滅び無くなるけれども、⾃自分の魂は永遠に
存在する。ですから強く求めなさい。強く求めればそこに⾃自分
の魂は寄り添います』と説いていらっしゃいます。それはお釈
迦様だけの話ではなく、全ての⼈人に当てはまると思います。皆
さん忙しく予定に追われる毎⽇日で、明⽇日がある、来週がある、
来年年があることを当然と思って⽣生きてらっしゃることでしょ
う。でも明⽇日が来るのは当然のことではないのです。⽣生きてい
るのは⾮非常に多くの命の上にのった、かけがえのないものなの
です。そして命が終わっても魂が残ります。私を知っている⼈人
がいる限り、その⽅方の中で私は⽣生きていけると信じています。
 　皆さんもお別れした⽅方を忘れずに⼼心に強く思えば、訪れてき
てくれます。姿かたちが滅びても、⼆二度度と会うことができなく
ても、魂は存在し⼤大切切な⽅方のことを⾒見見守り寄り添い続けるので
す。⼈人の死は⼆二度度訪れます。⼀一度度⽬目は⾁肉体の終わりの時、⼆二度度
⽬目は残された⽅方に忘れられる時。⼆二度度⽬目の死は防げます。⽣生き
ている我々が、絆を結んだ⽅方のことを忘れなければ、永遠に
我々の中で⽣生き続けるのです。そう思っている限り、⼀一⽇日⼀一⽇日
を⼤大切切に⽣生きていけるのではないでしょうか。
皆さんも、知り合った
すべての⽅方に感謝し、
⾃自分を⽀支えてくれる⽅方
に感謝し、⼆二本の脚で
⽴立立って息をして⽣生きて
いるこの瞬間に感謝
し、⼈人間らしく⽣生きて
ほしいと思います。

❖ Table  Flower
•パニカム 　
•セダム
•スプレーバラ

セダム  の花⾔言葉葉は「静寂」
スプレーバラの花⾔言葉葉は「温かい⼼心」


